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▶1987年生まれ▶群馬県高崎市出身▶高崎女子高校卒業 
▶国際基督教大学(ICU)中退 ▶音楽(ドラム、打楽器、ギター、歌)
保育士▶好き：スケボー、お茶、茨木のり子▶3.11を機に、子ども
たちにどんな未来を渡したいか、自分の大人としての責任を考え始め、
市民運動に参画▶2023年4月、3,906 票を託され初当選

寺田陽香 
てらだはるか

〒166-8570 杉並区阿佐谷南1－15－1
区議会事務局内 立憲民主党杉並区議団控室

teraharu.minnanomachi@gmail.com070-1385-3043

INFORMATIONINFORMATION
●区政報告会のお知らせ ＠高井戸地域区民センター 

　第 1 集会室

12月19日 (水) 18：30～20：30
定員２0名

予約不要
直接お越し
ください

どたばた秋冬増刊号

▶ TOPIC   こどものけんり　の　はなし

　あっという間に夏が過ぎ、秋らしい日
もそこそこに冬支度、という気候の中、
みなさんいかがお過ごしですか？議員 
2年目も折り返し、まちの中で、勉強会で、
メールで、電話で、議会傍聴に来て、
など様 な々場面や方法でいただいてき
たご意見やご提案も、議会の場で質問
してきました。また、ご相談いただいた

ことをきっかけに、議会事務局を通して23区に対して調査を行い、区の
制度や事業を変えていくために研究を続けていることもあります。

9月・10月の第3回定例会で通常の議会
＋決算特別委員会
議会が終わらないうちに衆院選に突入、
開票翌々日には保健福祉委員会の視察
で岡山・広島へ
11月・12月の第4回定例会

の報告を中心にお届けします！

今回の増刊号では、

 議会でハラスメント研修を行いました！
昨年からずっと、私も含めた新人議員からハラスメント対策
について様 な々声を上げてきましたが、立憲、公明、共産、
維新の会派幹事長が動いてくださったことで、ついに議員
有志主催のハラスメント研修が実現しました。参加した議員
は48人中34人。議員は住民の代弁者として議会で行政をチェックし、かつ、住民か
らその働きをチェックされるという特殊な立場。自分の言動を振り返る機会にもなりまし
た。内閣府男女共同参画局が出している政治分野におけるハラスメント事例の動画が、
かなりあからさまに作られているにもかかわらず「あるあるすぎる…」と絶望的になりま
したが、みんなで学び、議会の場を風通しの良いものにしていきたいです。

12月 3日～ 1月 6日12月 3日～ 1月 6日

パブコメ募集中パブコメ募集中

く
わ
し
く
▶

に関してのパブリックコメントが行われています。より良いものに
するために、気になるところやイイネと思ったところ、もっとこうし
たら？ってこと、ぜひみなさん書いてみてください。12月5日に全
戸配布された広報すぎなみ臨時号でもお知らせされています！

子どもの居場所づくり基本方針（案）　
多文化共生基本方針（案）　他 6 件

▲荻窪・大田黒公園の紅葉ライトアップ

　このふたつが　こどものけんり　です。これは、せかいじゅうで　
たいせつに　しなければ　いけないもの　として、1989ねん　に　
こくさいれんごう　で　やくそく　されました（子どもの権利条約）。
にほん　は　1994ねん　に　この　やくそくを　まもる　くに　
に　なりました。

こけんりじょうやく

こどものけんり　の　はなし こどものけんり　の　はなし

こどものけんり　とは…　すぎなみく　では　きょねんから、
おとなたちと　こどもたちが　
こどものけんり　について　まなび、
かんがえ、はなしあい、かいぎに　さんか　
していない　ひとからも　いけんを　
きいて、みんなで　こどものけんり　を　
まもるための　ルール　を　つくって　
いる　ところです。

　これからは、そんな　やりかたは　やめて、こどもと　おとなが　
いっしょに　かんがえて、みんなが　それぞれ　たのしく　
いられるように　するため、こどもの　いばしょを　つくるときの　
みちすじを　かいておく　ことに　しました。

　そして、「おとなが　はなしを　きいてくれない」　
「あそぶ　ばしょが　ない」　「やすみが　ない」など、
こどものけんり　が　まもられて　いない　と　
かんじたら、そうだん　することが　できます。

　これまでの　やく10ねんは、こどもが　いる　ばしょ　を　
つくったり、こわしたり、どんな　ばしょに　したいか　きめたり　
するのを、こどもの　はなしを　きかないで　おとなが　かってに　
きめて　きました。

すぎなみく　は　どうするの？

にんげんとして　じぶんらしく　しあわせに　
いきていくことが　できる　（人権の保障）

せいちょう　とちゅうの　ひと　として　たいせつに　
はぐくまれる　（子ども時代の保障）

が　ひつよう　です。

こどものけんり　を　まもるには…

すべての　こどもが、　ねむる　たべる　あそぶ　まなぶ　
やすむ　などを　あんしんして　できるように　すること

おとなが、おなじ　しゃかいの　なかま　として、こどもの　
おもい　や　かんがえ　を　たいせつに　きくこと

うまれたところ　や　はなすことば　や　からだやこころの　
とくちょう　や　おかねの　ある　なし　といったことは　
かんけいなく、ひとり　ひとり　みんな　だいじなんだ　
と　みんなが　　わかっておくこと

じだい こほしょう

じんけんほしょう

子どもの権利救済委員
こけんりきゅうさいいいん

子どもの居場所づくり基本方針
こいばしょきほんほうしん

子どもの権利に関する条例
こけんりかんじょうれい

区役所の玄関前で
オープンハウスもありました

くやくしょげんかんまえ



　杉並区では、区立園を民営化したり新しい私立園
を増やしてまずはとにかく待機児童対策、としてきた
ため、保育の質は現場任せになっていました。しかし、
保育は市区町村が責任を負うものとして児童福祉法
にも規定されています。待機児童が解消され、杉並
区もようやく「保育の質」についての話ができる状態
になってきましたが、区立園を中心として保育の質を
上げるために行っている中核園の取組には、人員不
足で参加できないという私立園もあります。
　私は 8 月に、区内の民間保育施設にアンケート調

査を行いました。園の環境や人員配置の状況、子どもの権利、個別の発達を支援
する体制、外国ルーツの子と家族のサポートなどなど、施設の規模や形態も様 な々
保育所の現状を伺い、区にはどんな補助や取組を進めてほしいかを聞きました。
　その中で最も多く声が上がったのが、支援が必要な子のために配置基準とは別で
保育士を配置できるようにする「加配認定」について。認定されないと補助金が降り
ませんが、「様子を見ましょう」と言われてそのまま半年…など、子どもの発達を支え
る環境を今すぐ整えたいのになかなかできない、という現場の切実な声を、議会の中
で届けました。

歳入全部、公債費、諸支出金、
総括・監査意見　1日目

介護福祉施設や保育所などへは、交付金申請時の予測と比べ、十分な支援が
できたのか。

Q

A

国や都から交付や補助を受けての物価高騰対策

介護福祉施設は対象としていた事業所のうち 80％を占める 550 事業所に対し、
食糧費や光熱費の一部を支援できた。金額は約 3億 3000万円。保育所は区内
280カ所ほとんどすべてに支援することができ、現場からも大変助かったとの声が
ある。金額は約2億円。

中高校生赤ちゃんふれあい事業は、学校で行う命の安全教育にもつながる取
組。児童青少年課として考える取組の意義は？

Q

A

児童館の運営費、減らさずに有効活用してほしい

中高生にとっては、実際に赤ちゃんを抱くことで自分の存在や親の気持ちを考える
など将来の見通しや命の重みを知るきっかけとなる。また乳幼児の保護者にとって
は、日常では出会えない中高校生と交流する中で、わが子の育ちの見通しを持て
る機会にもなっている。

水害ハザードマップ上で浸水区域にかかる保育園・子供園は 106 園。いず
れも過去 10 年間では大きな浸水被害は出ていないが、区の地域防災計画で
は、水害時の応急保育は「震災編に準ずる」となっている。業務の継続として、
震災と水害は被害も違うが、同じでよいのか。

Q

A

災害時の保育

1階部分が完全に水没するような場所はないため、水害に関して特に協定などは結
んではいないが、近隣の園同士で「災害対策」として助け合う体制をつくってもら
うようにしている。

富士見ヶ丘通りの安全確保について、昨年は警察とのやりとりの中で「一方
通行は難しい」と答弁があったが、その後の進捗は？オンランプの話もある
ので、先延ばしにしないでほしい。

Q

A 地域の意見を受けて高井戸警察と再び懇談したが、一方通行にすると、環八を避
けて住宅街の生活道路に南北の通路を求めて車が入ってくるため、やはり難しいと
いう結論は変わらなかった。地域の方に納得してもらえる安全対策を、聞き取りを
しながら考えたい。

西宮中周辺施設の施設マネジメントワークショップ参加者からは、「地域の
事情がこうで、こういう課題があり、こんな街にしたいからここにこの施設、
という考え方でまちづくりをしたい」という話も聞いているが、区の対話の
取組はまだそうなっていない。区はこの声をどう受け止めるか。

Q

A 区も「まちづくり」「ちいきづくり」を大切にすることを理念として施設マネジメントを
進めていこうとしている。予算や土地・面積の縛りで難しい面もあるが、地域の方
と一緒に考えていきたい。

　決算特別委員会では、「昨年度の区のお金の使わ
れ方が適正だったか」をチェックします。分野ごとに
日程を分けて行い、質問時間は一人6分（私は6人
で会派を組んでいるので、6 分×6 人＝36 分あり、
それを 4 人で分担して 9 分ずつにするなども可能）、
一問一答形式で質問します。
　今回私は 1・3・4 日目に質疑を行ったので、その
主な内容をご紹介します。

西荻窪、富士見ヶ丘、阿佐ヶ谷の駅周辺について、まちの営みを壊して道路が拡幅
されるのか、対話の取組によってどう舵を切るのか、昨年に引き続き、議論しました。

部署異動などでの引継ぎのミスをなくし、職員育成を強化するためにどうするか。Q
A

不適切な事務処理による損失と職員育成

現在の対策としては、財務会計や文書事務などの基礎的な研修を、対面の研修
だけでなく、研修動画をつくり職員が自分のタイミングで学べるようにしている。

質
疑
の
動
画

総務、区民生活、職員費、議会費
※てらだはるかの質疑はなし2日目

保健福祉、環境清掃　3日目
質
疑
の
動
画

都市整備、教育4日目
質
疑
の
動
画

けっとく！～決算特別委員会～一 般 質 問

保 健 福 祉 委 員 会 　 行 政 視 察

●第3回定例会『すべての子どもを受け入れる保育と児童福祉』　

　ヤングケアラー。ビジネスケアラー。ダブルケアラー。
ケアラーとは、ケアを担う人のことを言います。家族の
中に介護や介助が必要な人がいて、学校の勉強に手
が回らないし遊ぶこともできない、仕事を休まなければ
ならず収入が減ってしまった、育児と介護の両方に挟まれ体力も精神も限界、といっ
たように、潰れてしまう一歩手前で踏ん張っている人も少なからずいるのが現状です。
　杉並区でも今年から「重層的支援体制整備事業」が本格的に始動し、複雑な困
難を抱える家庭をまるっとバックアップできる体制をつくっていくぞ！となっているはずな
のですが、なかなか相談につながれず苦悩している方もまだまだいます。まちの中で
聞いたそうした声をふまえ、どこに相談したらいいの？庁内は連携できているの？を確
認しました。区としてはどの窓口で相談しても連携するように体制を整えているそうで
すが、特にダブルケアなどで相談自体が難しい人へのアウトリーチは足りていません。
窓口ではそれぞれの専門職が正確な聞き取りをしたいので、ワンストップで色々相談
できる窓口をつくる気は今のところないようです。今後私も研究を続けて、今よりもっと
充実した相談体制の整備を提案できたらと考えています。

●第 4 回定例会
　『ケアラー支援と地域共生社会』

◀一般質問の動画はこちら

◀一般質問の動画はこちら

　地域の担い手がボランティアで行ってい
たところから、市立クラブへと移行が進み
民間事業者も参入してきているが、待機児
童対策として施設を増やしたところ、需要
が増えてしまいさらに待機児童が生まれる事
態に…。その渦中で課題解決のために現
在も続く試行錯誤を、お聞きしてきました。

10月29日 @ 岡山県岡山市
『学童クラブの待機児童対策』　

　「おのまる会議」を中心に、
断らない・たらい回しにしない
相談体制を構築。公立病院と
連携していた地域包括ケアの取
組を活かし、ひきこもり支援の取
組に繋げました。さらに「お互い
さま」の助け合いが広がる地域
づくりを目指し、市内 7 地域（島
もある）で奮闘中の先進事例を
お聞きしました。

10月30日 @ 広島県尾道市   『重層的支援体制整備事業』　　

いのちをまもる取り組みは今後も追求します！


